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一
般
質
問
は
12
月
８
日
に
行
な
わ
れ
議
員
９

人
が
村
政
課
題
を
た
だ
し
た
。
感
染
防
止
の
観

点
か
ら
一
人
当
た
り
の
質
疑
時
間
は
、
今
定
例

一般質問一般質問

議
員
９
人
が

村

政

を

問

う

会
も
通
常
の
60
分
か
ら
40
分
に
短
縮
し
て
、
こ

ま
め
に
休
憩
時
間
を
挟
み
、
議
場
内
の
換
気
な

ど
に
配
慮
し
な
が
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　「
生
き
が
い
を
感
じ

　
　
て
暮
ら
せ
る
、
住
み
甲

斐
の
あ
る
村
づ
く
り
」
の
指

針
に
基
づ
き
推
進
さ
れ
た
行

政
運
営
の
現
時
点
で
の
総
括

結
果
は
。

　
　
　
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
病
後
児
保
育
・
産

　
　
後
ケ
ア
事
業
等
々
開
始
し
た
。
ま
た
風
食
防
止

対
策
や
連
絡
班
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま

だ
解
決
に
至
ら
な
い
項
目
も
多
く
、
自
己
採
点
で
は

60
〜
70
点
ぐ
ら
い
で
自
慢
で
き
る
成
果
ま
で
に
は
至

っ
て
い
な
い
。

　
　
　
今
後
重
点
的
に
注
力
す
べ
き
と
考
え
る
代
表

　
　
的
な
施
策
は
。

　
　
　
感
染
症
対
策
が
ま
だ
暫
く
は
続
く
こ
と
が
予

　
　
想
さ
れ
る
の
で
、
今
後
も
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
対

応
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
環
境
問
題
で
は
、

当
村
は
農
村
で
あ
る
が
、
非
農
家
も
多
く
混
住
化
が

進
ん
で
い
る
。
今
後
は
よ
り
一
層
、
自
然
環
境
を
巡

る
行
政
課
題
へ
の
対
応
の
重
要
度
が
高
ま
る
も
の
と

予
想
さ
れ
る
。

　
　
　
村
民
の
多
く
が
共
有
し
、
一
様
に
目
指
し
た

　
　
い
〝
山
形
村
の
未
来
志
向
ビ
ジ
ョ
ン
〞
を
伺
い

た
い
。

　
　
　
「
ち
ょ
っ
と
だ
け
都
会
風
で
緑
豊
か
な
農

　
　
村
」
と
の
表
現
は
、
山
形
村
の
特
色
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
自
然
と
調
和
し
た
美
し
い
田
園
都
市
を

目
標
に
、
行
政
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
に
な
る
と
考
え
る
。

　
そ
の
他
、
新
年
度
予
算
編
成
の
基
本
姿
勢
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

大月民夫議員

　
　
　
二
の
沢
ダ
ム
建
設
計

　
　
画
の
経
緯
は
。

　
　
　
「
二
の
沢
の
上
流
に

　
　
は
不
安
定
な
土
砂
や
倒

木
が
多
く
み
ら
れ
る
た
め
、

下
流
部
へ
の
土
砂
流
出
を
防
ぎ
、
地
元
住
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
た
め
砂
防
堰
堤
を
整
備
す
る
」
と
事

業
計
画
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。
村
と
し
て
も
二
の
沢

に
は
砂
防
対
策
施
設
が
な
い
た
め
、
災
害
に
強
い
村

づ
く
り
に
は
必
要
な
も
の
と
感
じ
て
い
る
。

　
　
　
建
設
に
あ
た
っ
て
の
下
流
域
の
河
川
改
修
や

　
　
道
路
整
備
計
画
は
村
と
し
て
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
今
の
と
こ
ろ
計
画
は
な
い
が
、
県
と
し
て
の

　
　
設
計
が
具
体
的
に
な
れ
ば
地
域
全
体
と
し
て
河

川
改
修
や
道
路
整
備
に
つ
い
て
精
査
し
て
、
必
要
が

あ
れ
ば
計
画
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
現
場
の
地
質
に
つ
い
て
の
調
査
、
研
究
は
行

　
　
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
松
本
建
設
事
務
所
で
は
昨
年
の
秋
に
、
現
地

　
　
調
査
と
簡
易
的
な
測
量
を
実
施
し
た
。
本
格
的

な
地
質
調
査
及
び
地
形
測
量
は
、
正
式
に
事
業
化
さ

れ
て
か
ら
行
な
う
。 小林幸司議員

自
然
と
調
和
し
た
美
し
い

田
園
都
市
を
目
標
に
注
力
‼

村長 〝
行
政
運
営
総
括
〞と〝
未
来
志
向
ビ
ジ
ョ
ン
〞は

令
和
3
年
度
か
ら
の
事
業
化
に
向
け
て
要
望
中
で
あ
る

村長 小
坂
二
の
沢
ダ
ム
建
設
計
画
の
進
捗
状
況
は

陳
　
　
　
情

議
　
　
　
案

◆
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
と
国
民
の
い

の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
の
陳
情
書

◆
令
和
２
年
度
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ト
イ
レ
改

修
工
事
の
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

◆
山
形
村
議
会
議
員
及
び
山
形
村
長
の
選
挙
に
お
け

る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

◆
山
形
村
税
外
収
入
金
に
対
す
る
手
数
料
及
び
延
滞

金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◆
山
形
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

◆
山
形
村
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◆
山
形
村
ふ
る
さ
と
伝
承
館
設
置
条
例
の
廃
止
に
つ

い
て

◆
令
和
２
年
度
山
形
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）

◆
令
和
２
年
度
山
形
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

◆
令
和
２
年
度
山
形
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

◆
令
和
２
年
度
山
形
村
清
水
高
原
簡
易
水
道
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

◆
令
和
２
年
度
山
形
村
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

◆
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
等
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

連
日
の
コ
ロ
ナ
蔓
延
の
中
　
令
和
２
年
最
後
の
議
会

連
日
の
コ
ロ
ナ
蔓
延
の
中
　
令
和
２
年
最
後
の
議
会

　
第
４
回
定
例
会
を
12
月
４
日
に
開
会
し
、
12
月
14
日
ま
で
11
日

間
開
催
し
た
。

　
陳
情
１
件
、
議
案
12
件
を
審
議
の
う
え
可
決
し
た
。

　
一
般
質
問
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
時
間
を
短
縮
し
、
12
月
８
日

に
９
人
が
登
壇
し
、
村
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
を
行
な
っ
た
。

令
和
２
年

　

第
４
回
定
例
会

令
和
２
年

　

第
４
回
定
例
会

ふ
る
さ
と
伝
承
館
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５ ４

「
高
校
生
の
交
通
手
段
の
確
保
」に

つい
て
は
進
捗
し
て
い
な
い

村長 村
長
公
約（
子
育
て
支
援
施
策
）

の
自
己
評
価
と
今
後
の
課
題
は

　
　
　
「
保
育
料
の
軽
減
と

　
　
多
子
世
帯
の
負
担
軽

減
」
に
つ
い
て
は
。

　
　
　
本
年
度
の
軽
減
状
況

　
　
は
、
多
子
世
帯
減
免
と

し
て
県
の
軽
減
制
度
も
含
め
、
20
名
総
額
１
４
７
万

７
２
０
０
円
の
軽
減
を
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
昨

年
度
は
総
額
１
４
７
万
円
の
軽
減
実
績
で
あ
っ
た
。

　
　
　「
小
学
校
低
学
年
の
25
人
規
模
学
級
の
導
入
」

　
　
に
つ
い
て
は
。

　
　
　
小
学
校
１
・
２
学
年
の
１
学
級
30
人
未
満
に

　
　
よ
る
学
級
編
成
を
行
な
い
、
教
職
員
が
丁
寧
に

子
ど
も
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

「
小
学
校
低
学
年
の
25
人
規
模
学
級
の
導
入
」
に
つ

い
て
は
、
学
習
環
境
面
で
ほ
ぼ
達
成
が
さ
れ
て
き
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　「
高
校
生
の
交
通
手
段
の
確
保
」
に
つ
い
て

　
　
は
。

　
　
　
な
か
な
か
進
捗
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　
村
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
既
存
路
線
の
維

持
を
最
優
先
と
考
え
、
路
線
バ
ス
利
用
者
へ
の
補
助

を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
基
本
的
な
考
え
に
加
え
、

今
年
度
、
松
本
地
域
公
共
交
通
協
議
会
で
行
な
っ
て

い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

内
容
や
意
向
も
踏
ま
え
、

ど
の
よ
う
な
方
策
が
適
当

な
の
か
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
病
児
保
育
・

病
後
児
保
育
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

教
育
委
員
会
が
中
心
に
今
後
進
め
て
い
く

村長 伝
承
館
の
建
て
替
え
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
村
長
と
し
て
１
期
４

　
　
年
の
成
果
に
つ
い
て
。

　
連
絡
班
未
加
入
者
の
問
題

と
風
食
防
止
対
策
に
つ
い
て
。

　
　
　
連
絡
班
未
加
入
者
問
題
に
つ
い
て
は
、
防
災

　
　
面
な
ど
に
お
い
て
特
に
必
要
な
共
助
の
部
分
を

担
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
重
要
な
組
織
だ
と
思

う
の
で
、
区
長
さ
ん
や
連
絡
長
さ
ん
に
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

　
風
食
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、
風
食
防
止
用
の
麦

や
ソ
ル
ゴ
の
播
種
な
ど
多
目
的
に
対
応
が
必
要
だ
と

考
え
る
。

　
　
　
三
間
沢
川
の
護
岸
工
事
及
び
土
砂
の
撤
去
に

　
　
つ
い
て
。

　
　
　
護
岸
工
事
に
つ
い
て
は
、
未
工
事
箇
所
４
カ

　
　
所
で
今
年
度
か
ら
５
年
計
画
で
事
業
化
さ
れ
て

い
る
。

　
土
砂
の
撤
去
に
つ
い
て
は
、
状
況
を
注
視
し
て
い

る
。

　
　
　
伝
承
館
の
建
て
替
え
計
画
に
つ
い
て
。

　
　
　
建
設
年
度
な
ど
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
皆
さ

　
　
ん
の
ご
意
見
、
ご
提
案
を
尊
重
し
早
く
建
設
し

た
い
。

　
　
　
２
０
２
４
年
の
開
村
１
５
０
年
の
年
に
合
わ

　
　
せ
竣
工
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
そ
の
可
能
性
も
あ
る
。

春日　仁議員福澤倫治議員

村　の　宝

管
理
者
は
山
形
村

村長 今
年
度
、施
工
さ
れ
た
農
道

利
用
の
排
水
路
の
管
理
は

　
　
　
今
年
度
、
施
工
さ
れ

　
　
た
排
水
対
策
の
農
道
利

用
の
排
水
路
、
左
右
の
農
地

に
ブ
ロ
ッ
ク
で
傾
斜
を
つ
け

て
農
地
に
水
が
入
ら
な
い
よ

う
に
し
て
あ
る
が
、
排
水
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
も
う
土

が
溜
ま
っ
て
い
る
畑
が
あ
る
（
路
肩
部
分
の
ブ
ロ
ッ

ク
の
上
）。
こ
の
管
理
は
ど
こ
で
す
る
の
か
。

　
　
　
東
原
・
大
池
原
の
排
水
対
策
事
業
は
、
農
業

　
　
の
繁
忙
期
に
通
行
止
め
を
実
施
す
る
な
ど
、
村

民
の
皆
さ
ん
、
特
に
耕
作
者
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
か

け
て
い
る
。
皆
様
の
理
解
と
協
力
の
お
か
げ
で
工
事

も
順
調
に
進
ん
で
い
る
。
道
路
の
路
肩
ブ
ロ
ッ
ク
は

道
路
敷
地
内
に
設
置
し
て
あ
る
。
こ
こ
ま
で
含
め
て

道
路
の
た
め
、
管
理
者
は
山
形
村
。
現
地
の
状
況
を

見
る
と
、
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
耕
作
機
械
が
回
転
す
る

際
に
、
畑
の
中
か
ら
出
た
土
で
あ
る
。
道
へ
出
た
土

は
雨
水
と
共
に
流
れ
、
暗
渠
排
水
管
の
中
に
溜
ま
っ

て
し
ま
う
。
流
入
先
の
河
道
内
に
も
堆
積
し
、
氾
濫

し
や
す
い
状
況
を
作
り
出
す
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

当
排
水
対
策
事
業
は
、
農
地
の
雨
水
排
水
を
望
む
要

望
に
よ
っ
て
事
業
化
し
た
経
過
も
あ
り
、
耕
作
者
は

畑
か
ら
土
を
出
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
作
業
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
。

　
そ
の
他
、
清
水
寺
森
林
公
園
の
周
辺
・
外
来
植
物

や
害
の
あ
る
植
物
や
、
マ
イ
マ
イ
ガ
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

　
　
　
育
成
塾
・
新
興
塾
と

　
　
農
林
青
年
会
議
の
２
つ

を
行
な
っ
て
い
れ
ば
農
業
後

継
者
は
育
つ
と
考
え
た
の
か
。

　
　
　
基
本
の
考
え
方
と
し
て
新
興
塾
や
青
年
会
議

　
　
は
、
農
業
後
継
者
を
育
て
る
た
め
の
組
織
で
は

な
い
と
考
え
る
。
新
興
塾
は
、
先
進
農
家
の
視
察
や

意
欲
的
な
塾
生
同
士
の
交
流
や
情
報
交
換
に
よ
っ
て
、

技
術
の
習
得
や
営
農
の
情
報
収
集
の
効
果
が
高
い
事

業
と
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
農
村
青
年
会

議
は
、
同
じ
山
形
村
内
で
同
世
代
の
若
手
農
家
の
交

流
の
場
や
、
横
の
つ
な
が
り
を
持
て
る
場
所
と
い
っ

た
意
味
合
い
が
強
い
と
考
え
て
い
る
。

　
議
員
の
言
う
「
農
業
後
継
者
の
育
成
」
と
い
う
観

点
で
は
、
や
は
り
自
身
の
親
や
地
域
の
現
役
経
営
者

か
ら
、
技
術
や
経
営
に
つ
い
て
実
践
を
交
え
て
受
け

継
ぎ
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
一

番
か
と
思
わ
れ
る
。

　
志
あ
る
者
同
士
が
こ
う
し
た
学
び
の
場
な
ど
へ
参

加
を
通
じ
て
知
識
を
豊
富
に
し
、
仲
間
同
士
の
連
携

を
強
く
し
た
り
す
る
場
だ
と
考
え
る
。

　
　
　「
農
業
を
始
め
る
様
々
な
方
へ
の
技
術
習
得

　
　
と
経
営
感
覚
を
学
ぶ
場
所
の
提
供
」

　
　
　
農
業
を
や
り
た
い
方
が
増
え
る
こ
と
は
村
の

　
　
荒
廃
農
地
対
策
に
お
い
て
も
歓
迎
す
べ
き
状
況

で
あ
る
。
事
業
経
営
な
の
か
趣
味
程
度
か
、
そ
れ
ぞ

れ
の
要
望
に
応
じ
ら
れ
る
守
備
範
囲
の
広
い
学
び
の

場
や
、
就
農
学
習
の
受
け
皿
の
整
備
が
で
き
れ
ば
よ

い
が
、
村
単
独
で
は
現
実
的
に
は
難
し
い
状
況
だ
。

竹野入恒夫議員

上條倫司議員

新
興
塾
や
青
年
会
議
は
農
業
後
継
者
を

育
て
る
た
め
の
組
織
で
は
な
い

村長 山
形
村
農
業
が
活
発
で

余
裕
の
あ
る
農
業
を
目
指
し
て

大
池
原
に
て
撮
影
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５ ４

「
高
校
生
の
交
通
手
段
の
確
保
」に

つい
て
は
進
捗
し
て
い
な
い

村長 村
長
公
約（
子
育
て
支
援
施
策
）

の
自
己
評
価
と
今
後
の
課
題
は

　
　
　
「
保
育
料
の
軽
減
と

　
　
多
子
世
帯
の
負
担
軽

減
」
に
つ
い
て
は
。

　
　
　
本
年
度
の
軽
減
状
況

　
　
は
、
多
子
世
帯
減
免
と

し
て
県
の
軽
減
制
度
も
含
め
、
20
名
総
額
１
４
７
万

７
２
０
０
円
の
軽
減
を
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
昨

年
度
は
総
額
１
４
７
万
円
の
軽
減
実
績
で
あ
っ
た
。

　
　
　「
小
学
校
低
学
年
の
25
人
規
模
学
級
の
導
入
」

　
　
に
つ
い
て
は
。

　
　
　
小
学
校
１
・
２
学
年
の
１
学
級
30
人
未
満
に

　
　
よ
る
学
級
編
成
を
行
な
い
、
教
職
員
が
丁
寧
に

子
ど
も
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

「
小
学
校
低
学
年
の
25
人
規
模
学
級
の
導
入
」
に
つ

い
て
は
、
学
習
環
境
面
で
ほ
ぼ
達
成
が
さ
れ
て
き
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　「
高
校
生
の
交
通
手
段
の
確
保
」
に
つ
い
て

　
　
は
。

　
　
　
な
か
な
か
進
捗
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　
村
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
既
存
路
線
の
維

持
を
最
優
先
と
考
え
、
路
線
バ
ス
利
用
者
へ
の
補
助

を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
基
本
的
な
考
え
に
加
え
、

今
年
度
、
松
本
地
域
公
共
交
通
協
議
会
で
行
な
っ
て

い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

内
容
や
意
向
も
踏
ま
え
、

ど
の
よ
う
な
方
策
が
適
当

な
の
か
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
病
児
保
育
・

病
後
児
保
育
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

教
育
委
員
会
が
中
心
に
今
後
進
め
て
い
く

村長 伝
承
館
の
建
て
替
え
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
村
長
と
し
て
１
期
４

　
　
年
の
成
果
に
つ
い
て
。

　
連
絡
班
未
加
入
者
の
問
題

と
風
食
防
止
対
策
に
つ
い
て
。

　
　
　
連
絡
班
未
加
入
者
問
題
に
つ
い
て
は
、
防
災

　
　
面
な
ど
に
お
い
て
特
に
必
要
な
共
助
の
部
分
を

担
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
重
要
な
組
織
だ
と
思

う
の
で
、
区
長
さ
ん
や
連
絡
長
さ
ん
に
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

　
風
食
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、
風
食
防
止
用
の
麦

や
ソ
ル
ゴ
の
播
種
な
ど
多
目
的
に
対
応
が
必
要
だ
と

考
え
る
。

　
　
　
三
間
沢
川
の
護
岸
工
事
及
び
土
砂
の
撤
去
に

　
　
つ
い
て
。

　
　
　
護
岸
工
事
に
つ
い
て
は
、
未
工
事
箇
所
４
カ

　
　
所
で
今
年
度
か
ら
５
年
計
画
で
事
業
化
さ
れ
て

い
る
。

　
土
砂
の
撤
去
に
つ
い
て
は
、
状
況
を
注
視
し
て
い

る
。

　
　
　
伝
承
館
の
建
て
替
え
計
画
に
つ
い
て
。

　
　
　
建
設
年
度
な
ど
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
皆
さ

　
　
ん
の
ご
意
見
、
ご
提
案
を
尊
重
し
早
く
建
設
し

た
い
。

　
　
　
２
０
２
４
年
の
開
村
１
５
０
年
の
年
に
合
わ

　
　
せ
竣
工
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
そ
の
可
能
性
も
あ
る
。

春日　仁議員福澤倫治議員

村　の　宝

管
理
者
は
山
形
村

村長 今
年
度
、施
工
さ
れ
た
農
道

利
用
の
排
水
路
の
管
理
は

　
　
　
今
年
度
、
施
工
さ
れ

　
　
た
排
水
対
策
の
農
道
利

用
の
排
水
路
、
左
右
の
農
地

に
ブ
ロ
ッ
ク
で
傾
斜
を
つ
け

て
農
地
に
水
が
入
ら
な
い
よ

う
に
し
て
あ
る
が
、
排
水
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
も
う
土

が
溜
ま
っ
て
い
る
畑
が
あ
る
（
路
肩
部
分
の
ブ
ロ
ッ

ク
の
上
）。
こ
の
管
理
は
ど
こ
で
す
る
の
か
。

　
　
　
東
原
・
大
池
原
の
排
水
対
策
事
業
は
、
農
業

　
　
の
繁
忙
期
に
通
行
止
め
を
実
施
す
る
な
ど
、
村

民
の
皆
さ
ん
、
特
に
耕
作
者
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
か

け
て
い
る
。
皆
様
の
理
解
と
協
力
の
お
か
げ
で
工
事

も
順
調
に
進
ん
で
い
る
。
道
路
の
路
肩
ブ
ロ
ッ
ク
は

道
路
敷
地
内
に
設
置
し
て
あ
る
。
こ
こ
ま
で
含
め
て

道
路
の
た
め
、
管
理
者
は
山
形
村
。
現
地
の
状
況
を

見
る
と
、
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
耕
作
機
械
が
回
転
す
る

際
に
、
畑
の
中
か
ら
出
た
土
で
あ
る
。
道
へ
出
た
土

は
雨
水
と
共
に
流
れ
、
暗
渠
排
水
管
の
中
に
溜
ま
っ

て
し
ま
う
。
流
入
先
の
河
道
内
に
も
堆
積
し
、
氾
濫

し
や
す
い
状
況
を
作
り
出
す
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

当
排
水
対
策
事
業
は
、
農
地
の
雨
水
排
水
を
望
む
要

望
に
よ
っ
て
事
業
化
し
た
経
過
も
あ
り
、
耕
作
者
は

畑
か
ら
土
を
出
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
作
業
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
。

　
そ
の
他
、
清
水
寺
森
林
公
園
の
周
辺
・
外
来
植
物

や
害
の
あ
る
植
物
や
、
マ
イ
マ
イ
ガ
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

　
　
　
育
成
塾
・
新
興
塾
と

　
　
農
林
青
年
会
議
の
２
つ

を
行
な
っ
て
い
れ
ば
農
業
後

継
者
は
育
つ
と
考
え
た
の
か
。

　
　
　
基
本
の
考
え
方
と
し
て
新
興
塾
や
青
年
会
議

　
　
は
、
農
業
後
継
者
を
育
て
る
た
め
の
組
織
で
は

な
い
と
考
え
る
。
新
興
塾
は
、
先
進
農
家
の
視
察
や

意
欲
的
な
塾
生
同
士
の
交
流
や
情
報
交
換
に
よ
っ
て
、

技
術
の
習
得
や
営
農
の
情
報
収
集
の
効
果
が
高
い
事

業
と
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
農
村
青
年
会

議
は
、
同
じ
山
形
村
内
で
同
世
代
の
若
手
農
家
の
交

流
の
場
や
、
横
の
つ
な
が
り
を
持
て
る
場
所
と
い
っ

た
意
味
合
い
が
強
い
と
考
え
て
い
る
。

　
議
員
の
言
う
「
農
業
後
継
者
の
育
成
」
と
い
う
観

点
で
は
、
や
は
り
自
身
の
親
や
地
域
の
現
役
経
営
者

か
ら
、
技
術
や
経
営
に
つ
い
て
実
践
を
交
え
て
受
け

継
ぎ
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
一

番
か
と
思
わ
れ
る
。

　
志
あ
る
者
同
士
が
こ
う
し
た
学
び
の
場
な
ど
へ
参

加
を
通
じ
て
知
識
を
豊
富
に
し
、
仲
間
同
士
の
連
携

を
強
く
し
た
り
す
る
場
だ
と
考
え
る
。

　
　
　「
農
業
を
始
め
る
様
々
な
方
へ
の
技
術
習
得

　
　
と
経
営
感
覚
を
学
ぶ
場
所
の
提
供
」

　
　
　
農
業
を
や
り
た
い
方
が
増
え
る
こ
と
は
村
の

　
　
荒
廃
農
地
対
策
に
お
い
て
も
歓
迎
す
べ
き
状
況

で
あ
る
。
事
業
経
営
な
の
か
趣
味
程
度
か
、
そ
れ
ぞ

れ
の
要
望
に
応
じ
ら
れ
る
守
備
範
囲
の
広
い
学
び
の

場
や
、
就
農
学
習
の
受
け
皿
の
整
備
が
で
き
れ
ば
よ

い
が
、
村
単
独
で
は
現
実
的
に
は
難
し
い
状
況
だ
。

竹野入恒夫議員

上條倫司議員

新
興
塾
や
青
年
会
議
は
農
業
後
継
者
を

育
て
る
た
め
の
組
織
で
は
な
い

村長 山
形
村
農
業
が
活
発
で

余
裕
の
あ
る
農
業
を
目
指
し
て

大
池
原
に
て
撮
影
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６７

来
年
度
か
ら
、小・中
学
生
を

対
象
に
実
施
す
る
予
定

教育長 地
域
未
来
塾
事
業
へ
の
取
り
組
み
を

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

　
　
仕
事
を
減
ら
さ
れ
た
り

失
業
な
ど
で
生
活
困
難
な
家

庭
も
増
え
て
い
る
。
こ
の
地

域
未
来
塾
事
業
は
、
学
習
支

援
員
等
の
地
域
の
人
材
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
動
等
に
よ
り
、

学
習
の
遅
れ
が
ち
な
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
地
域
と

学
校
が
連
携
協
働
し
て
原
則
無
料
の
学
習
支
援
を
行

な
う
取
り
組
み
で
あ
る
が
、
こ
の
事
業
へ
の
取
り
組

み
状
況
は
。

　
　
　
来
年
度
か
ら
新
た
に
地
域
未
来
塾
事
業
に
取

　
　
り
組
み
た
い
。

　
　
　
対
象
と
す
る
子
ど
も
の
人
数
・
予
算
、
及
び

　
　
場
所
や
時
間
は
。

　
　
　
小
・
中
学
生
そ
れ
ぞ
れ
15
人
程
度
の
参
加
を

　
　
考
え
て
い
る
。
来
年
度
予
算
に
計
上
す
る
方
向

で
精
査
し
て
い
る
。
場
所
は
ト
レ
セ
ン
大
ホ
ー
ル
で
、

月
２
回
土
曜
日
に
、
午
前
は
小
学
生
２
時
間
、
部
活

の
あ
る
中
学
生
は
午
後
に
３
時
間
の
予
定
。

　
　
　
支
援
員
確
保
の
見
通
し
は
。

　
　
　
学
校
支
援
地
域
本
部
の
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

　
　
タ
ー
を
事
業
運
営
の
推
進
役
に
位
置
付
け
た
い
。

　
そ
の
他
、
高
齢
者
の
免
許
返
納
後
の
支
援
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

行
政
界
に
と
ら
わ
れ
ず
利
便
性
の

高
い
も
の
の
構
築
に
取
り
組
み
た
い

村長 近
隣
市
村
と
連
携
し
た
公
共
交
通
の
活
性
化
は

　
　
　
近
隣
市
村
と
連
携
し

　
　
た
公
共
交
通
の
構
築
の

進
捗
状
況
は
。

　
　
　
今
年
度
か
ら
松
本
地

　
　
域
公
共
交
通
協
議
会
に

朝
日
村
も
加
わ
り
、
生
活
圏
を
共
に
す
る
市
村
で
連

携
を
一
層
密
な
も
の
と
し
、
利
便
性
の
高
い
公
共
交

通
の
構
築
に
向
け
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
感
染
症
対
策
と
し
て
令
和
２
年
８
月
か
ら
３

　
　
年
３
月
ま
で
の
予
定
で
路
線
バ
ス
を
増
発
し
て

３
密
対
策
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
感
染
症
が
収
ま
ら

な
け
れ
ば
４
月
以
降
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
　
　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
運
行
を

　
　
し
て
い
る
が
、
利
用
者
も
多
く
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
４
月
以
降
は
、
感
染
症
の

状
況
を
踏
ま
え
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
来
年
度

の
当
初
予
算
に
計
上
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て

い
る
。

　
そ
の
他
、
コ
ロ
ナ
禍
の
健
康
増
進
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

大池俊子議員新居禎三議員

　地震・台風・火山噴火等々、災害が発生しやすい国土条件の
中、近年の世界規模での異常気象は、災害に備える意識高揚の促
進が急務となっています。
　本年度の合同研修会は11月12日に塩尻市総務部危機管理課・
防災専門官の　矢花　光博　氏（山形村在住）に講師をお願いし、
当村における具体的な地震被害想定等の説明を受け、いざという
時に地域で活動（共助）する住民組織を自立させることの重要性
を学びました。

　議会常任委員会単位で各種行政課題の事務調査として、先進地
に赴いて毎年実施してきた「視察研修」は、新型コロナウイルス
感染症の全国的な感染拡大を受け、不本意ながら本年度は取りや
め、11月６日ミラ・フード館「シアタールーム」にて全国町村
議長・副議長研修会用講演の動画配信を活用し、全議員で受講
しました。
　議会改革から防災・減災対応等の４講義（下記記載）を終日か
けて聴講し、議員間討議に発展させる貴重な機会となりました。

～～演題及び講師～～
　
　①議会改革の最前線

山梨学院大学法学部教授　江藤　俊昭　氏
　②町村議会議員のなり手不足問題と今後の地方議会

東北大学大学院情報科学研究科准教授　河村　和徳　氏
　③自治体の防災・減災対策と災害時の議会議員の役割

跡見学園女子大学観光コミュニティ学部教授　鍵屋　　一　氏
　④「新たな生活様式」と地域観光

國學院大學研究開発推進機構教授　梅川　智也　氏

区三役・議会議員　合同研修会
災害に備える“いざという時のために”

　12月17日に農業委員会・JA役職員・議会議員の三団体で懇
談会が行なわれました。
　本年度は農業委員会が当番幹事で、松本農業農村支援センタ
ーの小林佳昭氏と荒井政昭氏をお招きして「農薬適正使用及び
GAPの推進について」と題してご講演いただきました。
　農地と住宅地が混在する当村では、より周辺への影響に配慮
した対応が求められることや、GAP（農産物の安全を確保し、
より良い農業経営を実現する取り組み）を実施して持続的な農
業生産を実現して経営改善をはかることなどの有意義な研修で
した。

山形村三団体懇談会
環境に配慮し“GAP”で健全な農業経営

全国町村議会　議長・副議長研修会
講演の動画配信を活用し全議員で受講
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３密回避のため２台で運行される路線バス
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来
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定
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未
来
塾
事
業
へ
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取
り
組
み
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コ
ロ
ナ
禍
の
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で
、

　
　
仕
事
を
減
ら
さ
れ
た
り

失
業
な
ど
で
生
活
困
難
な
家

庭
も
増
え
て
い
る
。
こ
の
地

域
未
来
塾
事
業
は
、
学
習
支

援
員
等
の
地
域
の
人
材
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
動
等
に
よ
り
、

学
習
の
遅
れ
が
ち
な
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
地
域
と

学
校
が
連
携
協
働
し
て
原
則
無
料
の
学
習
支
援
を
行

な
う
取
り
組
み
で
あ
る
が
、
こ
の
事
業
へ
の
取
り
組

み
状
況
は
。

　
　
　
来
年
度
か
ら
新
た
に
地
域
未
来
塾
事
業
に
取

　
　
り
組
み
た
い
。

　
　
　
対
象
と
す
る
子
ど
も
の
人
数
・
予
算
、
及
び

　
　
場
所
や
時
間
は
。

　
　
　
小
・
中
学
生
そ
れ
ぞ
れ
15
人
程
度
の
参
加
を

　
　
考
え
て
い
る
。
来
年
度
予
算
に
計
上
す
る
方
向

で
精
査
し
て
い
る
。
場
所
は
ト
レ
セ
ン
大
ホ
ー
ル
で
、

月
２
回
土
曜
日
に
、
午
前
は
小
学
生
２
時
間
、
部
活

の
あ
る
中
学
生
は
午
後
に
３
時
間
の
予
定
。

　
　
　
支
援
員
確
保
の
見
通
し
は
。

　
　
　
学
校
支
援
地
域
本
部
の
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

　
　
タ
ー
を
事
業
運
営
の
推
進
役
に
位
置
付
け
た
い
。

　
そ
の
他
、
高
齢
者
の
免
許
返
納
後
の
支
援
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

行
政
界
に
と
ら
わ
れ
ず
利
便
性
の

高
い
も
の
の
構
築
に
取
り
組
み
た
い

村長 近
隣
市
村
と
連
携
し
た
公
共
交
通
の
活
性
化
は

　
　
　
近
隣
市
村
と
連
携
し

　
　
た
公
共
交
通
の
構
築
の

進
捗
状
況
は
。

　
　
　
今
年
度
か
ら
松
本
地

　
　
域
公
共
交
通
協
議
会
に

朝
日
村
も
加
わ
り
、
生
活
圏
を
共
に
す
る
市
村
で
連

携
を
一
層
密
な
も
の
と
し
、
利
便
性
の
高
い
公
共
交

通
の
構
築
に
向
け
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
感
染
症
対
策
と
し
て
令
和
２
年
８
月
か
ら
３

　
　
年
３
月
ま
で
の
予
定
で
路
線
バ
ス
を
増
発
し
て

３
密
対
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を
行
な
っ
て
い
る
が
、
感
染
症
が
収
ま
ら

な
け
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ば
４
月
以
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の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
　
　
地
方
創
生
臨
時
交
付
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を
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し
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運
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し
て
い
る
が
、
利
用
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多
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定
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以
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、
感
染
症
の

状
況
を
踏
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が
、
来
年
度

の
当
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予
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に
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上
す
る
こ
と
は
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し
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と
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え
て

い
る
。

　
そ
の
他
、
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ナ
禍
の
健
康
増
進
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た
。

大池俊子議員新居禎三議員

　地震・台風・火山噴火等々、災害が発生しやすい国土条件の
中、近年の世界規模での異常気象は、災害に備える意識高揚の促
進が急務となっています。
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当村における具体的な地震被害想定等の説明を受け、いざという
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感染症の全国的な感染拡大を受け、不本意ながら本年度は取りや
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けて聴講し、議員間討議に発展させる貴重な機会となりました。

～～演題及び講師～～
　
　①議会改革の最前線

山梨学院大学法学部教授　江藤　俊昭　氏
　②町村議会議員のなり手不足問題と今後の地方議会

東北大学大学院情報科学研究科准教授　河村　和徳　氏
　③自治体の防災・減災対策と災害時の議会議員の役割

跡見学園女子大学観光コミュニティ学部教授　鍵屋　　一　氏
　④「新たな生活様式」と地域観光

國學院大學研究開発推進機構教授　梅川　智也　氏

区三役・議会議員　合同研修会
災害に備える“いざという時のために”

　12月17日に農業委員会・JA役職員・議会議員の三団体で懇
談会が行なわれました。
　本年度は農業委員会が当番幹事で、松本農業農村支援センタ
ーの小林佳昭氏と荒井政昭氏をお招きして「農薬適正使用及び
GAPの推進について」と題してご講演いただきました。
　農地と住宅地が混在する当村では、より周辺への影響に配慮
した対応が求められることや、GAP（農産物の安全を確保し、
より良い農業経営を実現する取り組み）を実施して持続的な農
業生産を実現して経営改善をはかることなどの有意義な研修で
した。

山形村三団体懇談会
環境に配慮し“GAP”で健全な農業経営
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私
の
一
言

私
の
一
言

編
集
後
記

『
密
』

　
昨
年
の
漢
字
は
「
密
」
で
し
た
が
、
国
民
全

員
が
『
耐
』
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
年

は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
今
年
の
暮
れ
に
は
躍

動
の
『
躍
』
が
選
ば
れ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

小
　
林
　
幸
　
司

　
訂

正

　
前
10
月
号
№
１
３
４
の
５
ペ
ー
ジ
小
林
議
員

の
答
弁
は
教
育
長
で
は
な
く
村
長
の
誤
り
で
し

た
。

　
私
が
山
形
村
に
越
し
て
来
て
か
ら
42
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
当
時
は
、
お
店
も
あ
ま
り
な
く
、
家
の
前
の

道
路
は
未
舗
装
で
し
た
。
役
場
は
今
の
伝
承
館
の
建

物
で
し
た
。
そ
の
頃
と
比
べ
た
ら
今
は
、
転
入
さ
れ

た
方
も
多
く
、
工
場
団
地
、
商
業
施
設
、
コ
ン
ビ

ニ
、
医
院
等
が
で
き
便
利
に
な
り
、
福
祉
も
充
実

し
、
と
て
も
暮
ら
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
今
迄
、
色
々
な
方
に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、
今

日
ま
で
来
ら
れ
ま
し
た
。
今
も
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
で

村
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
に
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
私
の
つ
ぶ
や
き
。
山
形
村
は
お
い
し
い
物

が
沢
山
あ
り
ま
す
。
ス
イ
カ
、
長
芋
、
ゴ
ボ
ウ
、
果

物
、
野
菜
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
等
の
加
工
品
。
お
い
し
い

物
を
作
る
腕
を
持
っ
た
、
お
か
あ
さ
ん
達
。
お
い
し

い
ご
飯
や
お
や
つ
を
食
べ
る
こ
と
の
で
き
る
お
店
が

あ
っ
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。
加
工
品
や
野

菜
、
手
芸
品
、
何
で
も
買
え
る
場
所
が
欲
し
い
で

す
。

　
分
館
の
役
員
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
と
き
に

「
絆
」
を
前
面
に
出
す
私
は
一
人
の
部
員
の
方
に
言

わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　「
絆
」
と
い
う
字
を
辞
書
で
調
べ
て
く
だ
さ
い
。

「
家
族
や
友
人
と
の
離
れ
が
た
い
つ
な
が
り
」
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
家
畜
や
動
物
、
罪
人
が
逃
げ

て
い
か
な
い
よ
う
に
つ
な
い
で
お
く
綱
」
と
い
う
意

味
が
あ
る
の
で
す
。
強
い
参
加
要
請
、
常
会
割
り
当

て
な
ど
は
村
の
３
割
近
い
方
の
常
会
、
連
絡
班
未
加

入
の
原
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
。
え
っ
⁈
。

　
ま
あ
、
辞
書
的
な
意
味
は
と
も
か
く
、
こ
れ
ま
で

ず
っ
と
ス
ポ
ー
ツ
大
会
大
好
き
、
飲
み
会
大
好
き
で

歩
ん
で
き
た
自
分
を
顧
み
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
、
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
会
議
が
中

止
、
規
模
縮
小
に
な
っ
て
寂
し
い
と
か
不
便
だ
と
感

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
半
面
、
こ
れ
は
な
く
て
も

困
ら
な
い
、
精
神
的
に
も
時
間
的
に
も
負
担
が
減
っ

た
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。
防
災
や
教
育
な
ど
は

全
体
で
関
わ
り
、
レ
ク
的
な
も
の
は
個
人
の
価
値
観

や
希
望
を
大
切
に
し
て
距
離
を
と
っ
て
関
わ
る
方
が

温
か
い
「
絆
」
に
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

（
下
竹
田
）
平
林
お
り
子

私
の
つ
ぶ
や
き

発
行
責
任
者議

　
　
長
　
　
三
澤
　
一
男

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
上
條
　
倫
司

副
委
員
長
　
　
小
林
　
幸
司

委
　
　
員
　
　
春
日
　
　
仁

委
　
　
員
　
　
新
居
　
禎
三

委
　
　
員
　
　
大
月
　
民
夫

委
　
　
員
　
　
福
澤
　
倫
治

（
上
竹
田
）
水
谷
久
志

マ
ス
ク
を
し
て
か
ら
改
め
て
思
う
こ
と

　
山
形
村
と
松
本
大
学
が
連
携
す
る
事
業
の
中
に
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方
、
多
様
化
す
る
価
値
観

へ
の
対
応
も
あ
っ
て
と
て
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

８


